
減容量化

3,194

発生総量

8,178

有価物

735

直接再生利用

444

中間処理

6,813

残渣

3,619

再生利用

3,764

排出量

7,442

資源化量

4,499

直接最終処分

180

最終処分

463

その他

20

中間処理後
最終処分

283

小数点以下は表記していない

1.発生量・処理量（千トン/年）

有価物
9％

直接再生利用
５％

中間処理
83％

残渣
44％

減容量化
39％

再生利用
46％

排出量
91％

資源化量
55％

直接最終処分
2.2％

最終処分
5.7％

その他
0.3％

中間処理後
最終処分
3.5％

発生総量
100％

2.各々の割合（％）

2.産業廃棄物の発生と処理のバランス（割合）


